
技術分野 改訂のポイント 

①  技術分野の学習過程（各内容の三つの要素）に

合わせた構成 

 ・「技術の見方・考え方」を働かせることに役立

つ「レーダーチャート」を，課題の設定や成

果の評価場面で活用できるようにしました。 

 ・各内容の終わりには，「主体的に学習に取り組

む態度」の評価欄を設け，生徒が学習を振り

返って記述できるようにしました。 

②  長野県らしさ！ 

・体験や活動を通して学ぶことを大切にしてい 

ます。 

③  自己評価問題の充実 

・思考力・判断力・表現力を評価する問題を新 

たに考え，A～Ｄの各末尾に掲載しました。 

④  学びやすさ 

・「知識及び技能」に関するページでは，教科書 

を見ながら記入できるようにしました。ま 

た、語群欄を設け学習しやすくしました。 

 

Ａ 材料と加工の技術 

・課題解決に向かう時の足場となる知識・技能

の習得を図りながら，技術の見方・考え方を

働かせて解決策を思考していく学習展開を想

定しました。 

・製作工程に分けて，使用できる工具を図示す

るとともに，チェックできるようにしました。 

・製作活動に見通しをもったり，作品の構想や

作業の手順を見返したりしやすいようにペー

ジが構成されています。また，レーダーチャ

ートには，観点の具体例や使い方を明示して

います。 

 

Ｂ 生物育成の技術 

・作物，動物，水産生物について基本的な事項

を学習し，共通点や相違点を見出しながら，

生物育成に関わる技術の見方・考え方に気づ

いていく流れになっています。 

・思考ツールを活用しながら，課題解決の計画

や評価を行い，技術の見方・考え方を働かせ

て考えます。 

 ・「社会の発展と技術」を扱うページでは，技術 

を評価した上で，自分の考え（改良，応用） 

を記入するようにしました。 

 

Ｃ エネルギー変換の技術 

 ・エネルギー変換の技術の見方・考え方に気づ

くページから始まり，基本的な知識を習得し

ていく構成になっています。また，身につけ

た知識を使って課題を解決できるよう，実生

活 や 身 近 な 製 品 に つ い て 考 え ら れ る 問 題 を

掲載しました。 

 ・基本的な知識・技能についてまとめる部分と

自分の考えを整理し，自分の考えを記述する

部分とでページが構成されています。 

 ・技術に関する原理や法則，基礎的な技術の仕

組みについて，身の回りにある製品から考え

る問題を掲載しました。 

 ・全教科に共通した学び方を使えるように，思

考 ツ ー ル を 用 い て 自 分 の 考 え を 整 理 す る ペ

ージがあります。 

 

 

Ｄ 情報の技術 

 ・情報の技術の見方・考え方に気づくページか

ら始まり，基本的な知識を習得していく構成

になっています。 

・情報モラルや知的財産，情報セキュリティの

学習にも対応しています。また，アクティビ

ティ図とフローチャートの両方に対応してお

り，生徒の実態や使用する教材に合わせて選

択できます。 

 ・双方向性のあるコンテンツやそれに使用され

るメディアについて学び，技術の見方・考え

方 を 働 か せ て 双 方 向 性 の あ る コ ン テ ン ツ を

構想し，問題解決を評価・改善，修正できる

構成になっています。また，資料ページを充

実させ，具体的にイメージをもちながら学習

を進められるようになっています。 

 ・計測・制御の学習から始まり，技術の見方・

考え方を働かせて計測・制御システムを構想

したり，問題解決を評価・改善，修正したり

できる構成になっています。また，問題解決

のページでは、統合的な問題解決での使用も

想定しており，順序立てて構想していくこと

ができます。 

 

 



これが新 「技術分野のノート」 だ!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 材料と加工の技術 

課題解決に向かう時の足場となる知識・技能の習得を図りながら，材料と

加工の技術の見方・考え方を働かせて解決策を思考していく学習展開を想定

しました。 

製作活動に見通しをもち，作品の構想や作業の手順を見返しやすいようにペ

ージを構成しています。 

全内容共通 

 教師用のレーダーチャートには，観点の

具体例や使い方を明示しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B  生 物 育 成 の 技 術 

作物，動物，水産生物について基本的な事項を学習し，共通点や相違点を見出

しながら，生物育成に関わる技術の見方・考え方に気づいていく流れになってい

ます。また，思考ツールを活用しながら，課題解決の計画や評価を行い，技術の

見方・考え方を働かせて考えます。 

「社会の発展と技術」を扱うページ

では，技術を評価した上で，自分の考

え（内容 B では改良，応用）を記入す

るようにしました。 

全内容共通 

 終末部分には「主体的に学習

に取り組む態度」に関する自己

評価欄を設けました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 電気エネルギー 

エネルギー変換の技術の見方・考え方に気づくページから始まり，基本的な知識・

技能についてまとめる部分と自分の考えを整理して記述する部分でページが構成され

ています。また，実生活や身近な製品について考えられる問題を掲載しました。 

C エネルギー変換の技術 

② 運動エネルギー 

技術に関する原理や法則，基礎的な技術の仕組みについて，身の回りにある製品

から考える問題を掲載しました。 

全内容共通 

自己評価問題では，習得した知

識の確認や新たな状況や場面での

活用を求める問題を加えました。 

技・家共通 

ノート内の QR コードから

Web 上の資料閲覧や，学習

カードのダウンロードが可能

です。 



 

D  情 報 の 技 術 

情報の技術の見方・考え方に気づくページから始まり，基本的な知識を習得して

いく構成になっています。情報モラルや知的財産，情報セキュリティの学習にも対

応しています 

① 双方向性のあるコンテンツのプログラミング 

 双方向性のあるコンテンツやそれに使用されるメディアについて学び，技術の見

方・考え方を働かせて双方向性のあるコンテンツを構想し，問題解決を評価，改

善・修正できる構成になっています。 

② 計測・制御（統合的な問題解決） 

 問題解決のページは統合的な問題解決の場面も想定しており，順序立てて構想し

ていくことができます。各校の実情に合わせて使用できるよう，自由度の高いペー

ジ構成となっています。 

アクティビティ図とフローチ

ャートの両方に対応!! 

生徒の実態や使用する教材に

合わせて選択できます。 


